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○「みち」のもつ多様な機能の復権
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一次案の取りまとめ

（参考資料３）



１．公正・透明で効率の高いプロセスへ
①無駄の排除（コスト縮減、公正な調達）
・談合問題への対応
・道路に関わるコスト縮減

②透明性の確保と信頼性の向上（目標の設定と厳格な評価）
・実施すべき事業とその必要性を検証し具体的に公表
・明確な目標のもとで工程と事業費を管理

２．形成してきたストックの適切な管理と徹底的な活用
①安全・安心な国土を支える防災・減災対策
・地震や豪雨・豪雪災害への対応

②「荒廃する日本」を回避する維持管理
・本格的な維持更新時代に対応する道路管理の方針

③既存ストックの徹底活用と価値の向上
・サービス水準に着目したネットワーク階層と道路構造
・今ある道路をより安全、より便利で快適に
（交通安全、ＩＴＳ、使えるハイウエイ、陸・海・空の交通の一体化）

・道路空間のリフォーム計画（例：日本橋）

３．「みち」のもつ多様な機能の復権
・交通機能だけではない、多様な道路の役割への着目
・地域の活動の場としての道路
・公共空間の意義と景観の改善

４．今後の国土づくり、地域づくり、都市づくりへの対応
①人口減少時代の交通と道路の役割
・今後必要なネットワークと人口減少時代の交通のあり方
・道路によって地方コミュニティの維持を図るべきか

②都市交通の新しい秩序づくり
・自動車の抑制と公共交通サービスの活用
・通行料金の活用による、よりよい交通の実現（ロードプライシング）
・歩行者等が安全・快適に通行できる空間を確保する方策とは

③経済と環境の両立を図る道路
・地球温暖化防止

・沿道環境の保全・創造

５．費用負担と役割分担
①税と通行料金
・将来の国土基盤を確保するための費用負担

・道路整備の費用における通行料金と税の意味合い

②多様な主体の参加と役割分担
・補助金を活用したよい地域間競争の促進
・サービス水準の階層と管理者階層の関係

・幅広い道路ユーザーの参加

※上記の項目は基本政策部会における議論内容をグループ分けしたものであり、中間とりまとめの柱立ては、これと
は別に議論をお願いします。

道路行政をめぐる論点・視点（案）

（参考資料３）


